
六
五

　
　
　

東
洋
文
庫
所
蔵
本
に
押
捺
さ
れ
た
蔵
書
印
に
つ
い
て
（
十
九
）

　
　
　　
　
　
　
　
　
―
公
家
・
華
族
の
蔵
書
印
―

中　
善　
寺　

慎

　
　

既
刊
連
載
目
次

一　
　

朝
鮮
本
に
押
捺
さ
れ
た
朝
鮮
の
蔵
書
家
の
蔵
書
印	

書
報
35
号

二　
　

僧
侶
・
寺
院
の
蔵
書
印
、
附
神
官
・
神
社
の
蔵
書
印
（
上
）	

書
報
36
号

三　
　

僧
侶
・
寺
院
の
蔵
書
印
、
附
神
官
・
神
社
の
蔵
書
印
（
下
）	

書
報
37
号

四　
　

国
学
者
の
蔵
書
印
（
上
）	

書
報
38
号

五　
　

国
学
者
の
蔵
書
印
（
下
）	

書
報
39
号

六　
　

漢
学
者
・
漢
詩
人
の
蔵
書
印	

書
報
40
号

七　
　

学
校
・
教
育
機
関
の
蔵
書
印	

書
報
41
号

八　
　

医
家
・
本
草
家
の
蔵
書
印	
書
報
42
号



六
六

九　
　

大
名
・
藩
主
と
そ
の
家
の
蔵
書
印	

書
報
43
号

十　
　

幕
臣
・
藩
士
の
蔵
書
印	

書
報
44
号

十
一　

戯
作
者
・
操
觚
者
・
新
聞
社
の
蔵
書
印	

書
報
45
号

十
二　

商
賈
・
実
業
家
・
企
業
の
蔵
書
印	

書
報
46
号

十
三　

近
代
の
学
者
・
教
授
の
蔵
書
印	

書
報
47
号

十
四　

図
書
館
・
博
物
館
と
そ
の
周
辺
の
蔵
書
印	

書
報
48
号

十
五　

政
治
家
・
官
僚
の
蔵
書
印	

書
報
49
号

十
六　

欧
米
人
の
蔵
書
印	

書
報
50
号

十
七　

歌
人
・
俳
人
・
詩
人
の
蔵
書
印	

書
報
51
号

十
八　

植
物
学
者
の
蔵
書
印	

書
報
52
号



六
七

　
　
　

凡　
　

例

・
印
影
は
縮
尺
任
意
の
単
色
写
真
で
あ
る
。

・
印
文
の
縦
の
寸
法
を
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
数
字
で
掲
げ
た
。

・
複
数
の
資
料
に
該
当
蔵
書
印
を
見
い
出
せ
る
も
の
は
、
印
影
を
採
集
し
た
資
料
名
に
＊
印
を
付
し
た
。

・
資
料
名
に
つ
づ
け
て
、
請
求
記
号
を
丸
括
弧
に
包
ん
で
付
し
た
。

・
蔵
書
家
の
伝
記
な
ど
は
主
と
し
て
次
の
資
料
に
依
っ
た
。

市
古
貞
次
［
ほ
か
］
編
『
国
書
人
名
辞
典
』

井
上
宗
雄
［
ほ
か
］
編
『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』

国
立
国
会
図
書
館
編
『
人
と
蔵
書
と
蔵
書
印
』

平
凡
社
編
『
日
本
人
名
大
事
典
』

橋
本
政
宣
編
『
公
家
事
典
』

・
配
列
は
、
印
記
所
有
者
の
よ
み
の
五
十
音
順
と
し
た
。



六
八

花
山
院
常
雅
（
一
七
〇
〇　
一
七
七
一
）

　

江
戸
時
代
中
期
の
公
卿
。
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
権
大
納
言
花

山
院
持
実
の
男
に
生
ま
れ
る
。
本
姓
は
藤
原
。
名
は
常
雅
。
正
徳
二
年

（
一
七
一
二
）
従
三
位
。
享
保
二
十
一
年
（
一
七
三
六
）
内
大
臣
。
延

享
四
年
（
一
七
四
七
）
従
一
位
と
な
り
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
右

大
臣
に
進
む
。
和
学
の
み
な
ら
ず
漢
学
に
も
通
じ
古
義
学
に
親
し
ん
だ
。

詩
文
に
秀
で
、
蔵
書
家
で
も
あ
る
。
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
没
。
墓

は
京
都
十
輪
寺
。

　

花
山
院
家
は
藤
原
氏
北
家
花
山
院
流
の
嫡
流
。
家
格
は
精
華
。
内
々

の
家
。
平
安
時
代
後
期
の
関
白
藤
原
師
実
の
第
二
子
家
忠
を
始
祖
と
す

る
。
四
箇
の
大
事
・
有
識
故
実
・
雅
楽
（
笙
）・
筆
道
を
家
職
と
し
た
。

一
条
家
の
家
礼
。
江
戸
時
代
の
家
禄
は
七
百
五
十
石
。
明
治
十
七
年
（
一

八
八
四
）
忠
遠
の
と
き
、
授
爵
内
規
に
よ
り
侯
爵
を
授
け
ら
れ
た
。

「
華
山
蔵
書
」（
26
）�

『
唐
太
宗
哀
冊
』（
Ⅱ　
一
六　
Ｃ　
八
五
一
）

「
華
山
蔵
書
之
印
」（
34
）

�

＊
『
石
鏡
山
房
四
書
説
総
統
』（
Ⅰ　
八　
Ａ　
一
〇
）

�

『
唐
太
宗
哀
冊
』（
Ⅱ　
一
六　
Ｃ　
八
五
一
）

�

『
大
明
会
典
』（
ⅩⅠ　
三　
Ａ　
ｂ　
一
八
四
）



六
九

菊
亭
家

　

公
家
。
藤
原
氏
北
家
閑
院
流
西
園
寺
家
の
庶
流
で
、
は
じ
め
今
出
川

家
を
称
し
別
号
を
菊
亭
と
し
て
い
た
が
、
明
治
維
新
後
、
鷹
司
家
か
ら

入
っ
た
修
季
が
正
式
に
家
名
を
菊
亭
に
改
め
た
。
家
格
は
精
華
。
内
々

の
家
。
太
政
大
臣
従
一
位
西
園
寺
実
兼
の
四
男
兼
季
を
始
祖
と
す
る
。

四
箇
の
大
事
・
有
識
故
実
・
雅
楽
（
琵
琶
）
を
家
職
と
し
た
。
一
条
家

の
家
礼
。
江
戸
時
代
の
家
禄
は
一
千
三
百
五
十
五
石
余
。
明
治
十
七
年

（
一
八
八
四
）
修
季
の
と
き
、
授
爵
内
規
に
よ
り
侯
爵
を
授
け
ら
れ
た
。

菩
提
所
は
京
都
下
京
本
国
寺
。
伝
世
の
典
籍
文
書
の
一
部
が
京
都
大
学

付
属
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
、
菊
亭
文
庫
と
し
て
現
存
す
る
。

　

掲
出
印
は
蔵
版
印
。

「
菊
亭
殿
御
蔵
板
」（
60
）�

『
大
日
本
国
細
図
』（
ⅩⅠ　
五　
Ｎ　
一
〇
）



七
〇

岸
和
田
藩
岡
部
家

　

和
泉
国
岸
和
田
に
藩
庁
を
置
く
譜
代
大
名
。
駿
河
国
志
太
郡
岡
部
を

領
し
岡
部
氏
を
称
し
た
の
が
祖
。
正
綱
の
と
き
徳
川
家
康
に
仕
え
、
そ

の
子
長
盛
が
下
総
山
崎
を
賦
与
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
丹
波
亀
山
・
同
福

知
山
・
美
濃
大
垣
・
播
磨
竜
野
・
摂
津
高
槻
と
転
封
を
重
ね
、
寛
永
十

七
年
（
一
六
四
〇
）
宣
勝
の
と
き
和
泉
岸
和
田
六
万
石
。
の
ち
分
知
に

よ
り
五
万
三
千
石
と
な
り
、
以
後
明
治
初
年
ま
で
十
三
代
二
百
三
十
年

続
い
た
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
廃
藩
置
県
に
よ
り
岸
和
田
県
と
な

り
、
堺
県
に
統
合
さ
れ
た
の
ち
大
阪
府
の
管
轄
に
入
る
。
岡
部
家
は
、

明
治
十
七
年
長
職
の
と
き
、
子
爵
を
授
け
ら
れ
た
。

　

藩
校
講
習
館
は
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
の
創
設
。
再
建
さ
れ
た
岸

和
田
城
天
守
閣
に
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
開
館
し
た
市
立
郷
土

資
料
館
が
岡
部
家
関
係
資
料
を
収
蔵
す
る
。

「
岸
藩
文
庫
」（
45
）�

『
尺
木
堂
綱
鑑
易
知
録
』（
Ⅱ　
二　
八
〇
七
）



七
一

佐
倉
藩
堀
田
家

　

下
総
国
印
旛
郡
佐
倉
に
藩
庁
を
置
い
た
譜
代
大
名
。
堀
田
家
は
も
と

尾
張
の
出
身
。
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
正
盛
が
佐
倉
藩
主
と
な
る

が
、
跡
を
継
い
だ
正
信
の
と
き
改
易
。
正
盛
三
男
の
正
俊
は
天
和
二
年

（
一
六
八
二
）
下
総
国
古
河
の
領
主
。
出
羽
山
形
・
陸
奥
福
島
な
ど
に

転
封
の
の
ち
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
正
亮
の
と
き
佐
倉
に
入
封
す

る
。
江
戸
時
代
前
期
の
佐
倉
は
藩
主
の
移
動
が
激
し
か
っ
た
が
、
以
降

は
堀
田
氏
の
所
領
と
し
て
定
着
し
た
。
表
高
十
一
万
石
。
帝
鑑
間
詰
。

幕
末
期
の
藩
主
正
睦
は
幕
府
老
中
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
藩
校
を
整

備
す
る
な
ど
学
芸
振
興
を
伴
う
幅
広
い
藩
政
改
革
を
実
施
し
、
成
功
を

収
め
て
い
る
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
廃
藩
置
県
に
よ
り
佐
倉
県
と

な
り
、
印
旛
県
に
編
入
さ
れ
た
の
ち
、
木
更
津
県
と
合
併
し
て
千
葉
県

と
な
る
。
堀
田
家
は
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
正
倫
の
と
き
、
伯

爵
を
授
け
ら
れ
た
。

　

藩
校
成
徳
書
院
の
旧
蔵
書
は
、
多
く
が
千
葉
県
立
佐
倉
高
校
に
襲
蔵

さ
れ
る
。
藩
政
史
料
は
、
佐
倉
市
鏑
木
町
の
佐
倉
厚
生
園
に
所
蔵
さ
れ

る
。「

佐
倉
文
庫
」（
30
）�

『
柳
文
』（
Ⅳ　
二　
Ｂ　
八
二
三
）



七
二

佐
野
常
民
（
一
八
二
三　
一
九
〇
二
）

　

幕
末
明
治
期
の
藩
士
、
政
治
家
。
文
政
五
年
（
一
八
二
三
）
肥
前
国

佐
賀
藩
士
下
村
充
贇
の
五
男
と
し
て
佐
賀
郡
早
津
江
に
生
ま
れ
る
。
姓

は
藤
原
。
名
は
常
民
。
通
称
は
栄
寿
の
ち
栄
寿
左
衛
門
。
天
保
三
年
（
一

八
三
二
）
藩
医
佐
野
常
徴
の
養
子
と
な
る
。
藩
校
弘
道
館
に
学
び
英
才

の
誉
れ
高
く
、
江
戸
の
古
賀
侗
庵
の
門
に
入
り
儒
学
を
修
め
、
弘
化
三

年
（
一
八
四
六
）
藩
命
に
よ
り
広
瀬
元
恭
・
緒
方
洪
庵
・
伊
東
玄
朴
に

医
学
・
洋
学
を
学
ぶ
。
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
長
崎
に
転
学
し
、
以

後
は
蒸
気
船
の
建
造
に
携
わ
っ
た
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
パ
リ
万

国
博
覧
会
の
た
め
に
渡
仏
。
維
新
後
は
兵
部
少
丞
と
し
て
海
軍
創
設
に

尽
力
し
、
つ
い
で
イ
タ
リ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
と
な
る
。
明
治
二

十
年
（
一
八
八
七
）
博
愛
社
を
日
本
赤
十
字
社
と
改
称
し
、
そ
の
初
代

社
長
に
就
任
。
大
蔵
卿
・
元
老
院
議
長
・
枢
密
顧
問
官
な
ど
要
職
を
歴

任
し
、
農
商
務
相
を
務
め
る
。
明
治
二
十
年
子
爵
、
明
治
二
十
八
年
伯

爵
に
陞
爵
。
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
急
性
肺
炎
で
病
没
。

　

掲
出
書
は
昭
和
四
十
一
年
に
外
務
省
図
書
館
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
う
ち

の
一
冊
。

「
佐
野
常
民
図
書
之
記
」（
38
）

�

『
西
洋
経
済
小
学
』（
XIII　
七　
一
〇
〇
一
）



七
三

三
条
西
家

　

公
家
。
藤
原
北
家
閑
院
宮
流
三
条
家
の
庶
流
正
親
町
三
条
家
の
庶
流

で
、
内
大
臣
実
継
の
次
男
公
時
を
祖
と
す
る
。
家
格
は
大
臣
家
。
内
々

の
家
。
香
道
を
以
て
朝
廷
に
仕
え
、
四
箇
の
大
事
・
有
識
故
実
・
和
歌

を
家
職
と
す
る
。
西
三
条
と
も
称
し
た
。
室
町
中
期
の
実
隆
・
公
条
・

実
枝
三
代
は
古
今
伝
授
の
継
承
者
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
た
。
江
戸
時
代

の
家
禄
は
五
百
二
石
。
幕
末
の
季
知
は
尊
攘
派
の
公
家
と
し
て
活
躍
し

た
。
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
公
允
の
と
き
、
授
爵
内
規
に
よ
り
伯

爵
を
授
け
ら
れ
た
。
そ
の
養
嗣
子
に
迎
え
ら
れ
た
実
義
（
一
八
六
六　

一
九
五
〇
）
は
京
都
生
ま
れ
。
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
神
宮
大
宮

司
に
任
ぜ
ら
れ
、
昭
和
十
五
年
の
退
職
ま
で
宇
治
山
田
の
官
舎
に
住
ま

う
。
従
二
位
。
伝
来
の
蔵
書
の
多
く
は
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）

か
ら
の
数
年
間
に
い
く
つ
か
の
書
肆
を
経
て
諸
方
に
分
散
し
た
。

「
伊
勢
宇
治
三
条
西
家
」（
37
）

�

『
織
仁
親
王
行
実
』（
Ⅹ　
五　
Ｌ　
ｆ　
一
七
）



七
四

尚
寅
（
一
八
六
六　
一
九
〇
五
）

　

明
治
期
の
琉
球
王
族
。
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
琉
球
王
尚
泰
の
次

男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
童
名
は
思
樽
金
。
宜
野
湾
王
子
朝
広
と
称
す
。

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
宜
野
湾
間
切
を
賜
わ
り
宜
野
湾
御
殿
を
創
立
。

明
治
十
二
年
、
廃
藩
置
県
に
よ
り
上
京
、
明
治
二
十
九
年
に
男
爵
を
授

爵
。
漢
籍
に
精
通
し
音
楽
を
能
く
し
書
道
に
も
堪
能
で
あ
っ
た
。
明
治

三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
没
。

「
宜
野
湾
御
殿
」（
67
）�

『
論
語
』（
三　
Ｃ　
三
一
）



七
五

竹
屋
光
棣
（
一
七
八
一　
一
八
三
七
）

　

江
戸
時
代
後
期
の
公
卿
。
安
永
十
年
（
一
七
八
一
）
准
大
臣
広
橋
伊

光
の
次
男
に
生
ま
れ
る
。
本
姓
は
藤
原
。
初
め
広
橋
氏
。
名
は
光
棣
。

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
左
衛
門
佐
竹
屋
勝
孟
の
養
嗣
と
な
り
、
寛
政

三
年
（
一
七
九
一
）
元
服
、
右
兵
衛
佐
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
病
気
が
ち
で

あ
っ
た
が
碩
学
で
、
有
識
故
実
に
精
通
し
、
和
歌
を
能
く
し
た
。
天
保

八
年
（
一
八
三
七
）
没
。
従
三
位
。
墓
は
本
能
寺
竜
雲
院
。

　

竹
屋
家
は
、
藤
原
氏
北
家
日
野
家
流
広
橋
家
の
庶
流
。
室
町
時
代
中

頃
、
権
大
納
言
仲
光
の
三
男
右
衛
督
兼
俊
が
祖
。
一
時
中
絶
の
の
ち
江

戸
時
代
初
期
に
再
興
し
た
。
家
職
は
儒
道
・
挿
花
。
家
格
は
名
家
、
旧

家
。
外
様
の
家
。
近
衛
家
の
家
礼
。
江
戸
時
代
の
家
禄
は
百
八
十
石
。

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
光
昭
の
と
き
に
子
爵
と
な
る
。
菩
提
所
は

黒
谷
竜
光
院
。

「
竹
屋
蔵
書
」（
22
）�

『
古
今
著
聞
集
』（
Ⅶ　
二　
Ｄ　
ｂ　
一
〇
）



七
六

中
御
門
宣
衡
（
一
五
九
〇　
一
六
四
一
）

　

江
戸
時
代
初
期
の
公
卿
。
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
中
御
門
資
胤

の
男
に
生
ま
れ
る
。
本
姓
は
藤
原
。
名
は
宣
隆
・
宣
衡
・
成
良
・
尚
良
。

右
大
弁
、
蔵
人
頭
を
経
て
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
参
議
。
正
二
位

権
大
納
言
に
至
る
。
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
後
水
尾
上
皇
院
執
権
。

寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
没
。

　

中
御
門
家
は
、
藤
原
氏
北
家
勧
修
寺
流
甘
露
寺
家
の
支
流
。
坊
城
中

納
言
経
俊
の
四
男
経
継
が
祖
。
家
格
は
名
家
。
内
々
の
家
。
家
職
は
儒

学
・
有
識
故
実
。
二
条
家
の
家
礼
。
江
戸
時
代
の
家
禄
は
二
百
石
。
明

治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
経
明
の
と
き
伯
爵
を
授
け
ら
れ
、
明
治
二
十

一
年
経
之
の
勲
功
に
よ
り
侯
爵
に
陞
る
。
菩
提
所
は
百
万
遍
知
恩
院
。

「
衡
」（
18
）�

『
大
方
広
円
覚
略
疏
注
経
』（
二　
Ｃ　
ｂ　
一
二
）



七
七

野
宮
家

　

公
家
。
藤
原
氏
北
家
花
山
院
流
花
山
院
家
の
支
流
。
左
大
臣
花
山
院

定
熙
の
孫
定
逸
が
勅
旨
を
以
て
一
家
を
起
つ
。
家
格
は
羽
林
家
。
新
家
。

内
々
の
家
。
家
職
は
有
識
故
実
。
一
条
家
の
家
礼
。
江
戸
時
代
の
家
禄

は
百
五
十
石
。
三
代
定
基
は
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
有
識
故
実
家
と
し

て
著
名
。
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
定
穀
の
と
き
子
爵
を
授
け
ら
れ

る
。
菩
提
所
は
廬
山
寺
。

　

野
々
宮
家
に
伝
来
し
た
書
籍
群
は
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
と
昭
和

十
年
（
一
九
三
五
）
に
宮
内
省
図
書
寮
に
移
管
さ
れ
、
宮
内
庁
書
陵
部

に
現
存
。

「
野
宮
書
印
」（
29
）�

『
厚
顔
抄
』（
Ⅶ　
二　
Ｋ　
ｂ　
七
九
）

�

＊
『
歴
代
君
臣
図
像
』（
三　
Ａ　
ｈ　
一
六
）



七
八

東
坊
城
家

　

公
家
。
菅
原
氏
の
一
流
。
五
条
家
の
庶
流
。
菅
原
参
議
長
経
の
二
男

茂
長
が
祖
。
家
格
は
半
家
。
外
様
の
家
。
一
条
家
の
家
礼
。
江
戸
時
代

の
家
禄
は
三
百
一
石
。
家
職
は
紀
伝
道
お
よ
び
詩
文
。
代
々
儒
道
を
以

て
奉
仕
し
た
家
で
少
納
言
・
大
内
記
・
大
学
頭
・
文
章
博
士
を
経
て
正

二
位
権
大
納
言
に
至
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
明
治
十
七
年
（
一
八
八

四
）
徳
長
の
と
き
子
爵
。
菩
提
所
は
浄
福
寺
。

「
紀
伝
世
家
」（
52
）�

『
周
易
』（
三　
Ａ　
ａ　
一
二
）

「
東
坊
城
」（
51
）�

『
広
韻
』（
ⅩⅠ　
二　
一
〇
）

「
東
坊
城
蔵
書
記
」（
36
）�

『
周
易
』（
三　
Ａ　
ａ　
一
二
）



七
九

舟
橋
家

　

公
家
。
清
原
氏
の
嫡
流
。
船
橋
と
も
。
初
め
高
倉
と
称
し
た
。
室
町

時
代
後
期
の
宣
賢
（
一
四
七
五-

一
五
五
〇
）
の
頃
よ
り
舟
橋
家
と
も
称

し
た
が
、
宣
賢
の
玄
孫
秀
賢
（
一
五
七
五-

一
六
一
四
）
が
舟
橋
と
改
姓

し
た
。
家
格
は
半
家
。
外
様
の
家
。
明
経
道
の
家
柄
で
、
代
々
儒
道
を

家
職
と
す
る
。
当
主
は
明
経
博
士
と
な
り
、
主
水
正
・
少
納
言
・
侍
従

を
経
て
非
参
議
に
進
む
の
を
例
と
し
た
。
近
衛
家
の
家
礼
。
江
戸
時
代

の
家
禄
は
四
百
石
。
菩
提
所
は
嵯
峨
車
折
神
社
。
明
治
十
七
年
（
一
八

八
四
）
遂
賢
の
と
き
に
子
爵
を
授
け
ら
れ
る
。
伝
世
の
典
籍
・
文
書
の

一
部
が
京
都
大
学
附
属
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

秀
賢
は
、
学
才
が
あ
り
、
徳
川
家
康
の
命
を
受
け
て
古
書
の
収
集
に

努
め
、
後
陽
成
・
後
水
尾
両
天
皇
に
侍
読
と
し
て
仕
え
た
。

「
船
橋
蔵
書
」「
天
師
明
経
儒
」
は
舟
橋
家
の
蔵
書
印
。「
東
」
印
は
宣
賢

の
所
用
と
さ
れ
る
が
、
孫
の
枝
賢
（
一
五
二
〇　
一
五
九
〇
）
襲
用
か
。

「
枝
賢
」（
25
）�

『
論
語
集
解
』（
二　
Ｃ　
ａ　
四
）

「
清
原
秀
賢
」（
24
）�

＊
『
中
庸
章
句
』（
三　
Ａ　
ａ　
一
七
）

�

『
職
原
抄
』（
三　
Ａ　
ｉ　
三
）

�

『
職
原
抄
』（
三　
Ａ　
ｉ　
四
）

�

『
職
原
抄
』（
三　
Ａ　
ｉ　
四*

）



八
〇

「
船
橋
蔵
書
」（
33
）�

『
古
文
孝
経
』（
一　
Ｃ　
一
四
）

�

＊
『
中
庸
章
句
』（
三　
Ａ　
ａ　
一
七
）

「
天
師
明
経
儒
」（
52
）�

＊
『
中
庸
章
句
』（
三　
Ａ　
ａ　
一
七
）

�

『
職
原
抄
』（
三　
Ａ　
ｉ　
三
）

�

『
職
原
抄
』（
三　
Ａ　
ｉ　
四
）

�

『
職
原
抄
』（
三　
Ａ　
ｉ　
四*

）

「
東
」（
16
）�

『
論
語
集
解
』（
一　
Ｃ　
四
一
）

「
□
」（
27
）�

『
職
原
抄
』（
三　
Ａ　
ｉ　
三
）



八
一

六
条
家

　

公
家
。
村
上
源
氏
の
一
流
、
久
我
家
の
支
流
。
太
政
大
臣
久
我
通
光

の
五
男
通
有
を
始
祖
と
す
る
。
家
格
は
羽
林
家
。
家
職
は
有
識
故
実
。

江
戸
時
代
の
家
禄
は
二
百
六
十
五
石
。
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
有

熙
の
と
き
子
爵
。
菩
提
所
は
百
万
遍
源
光
院
。

「
六
条
家
蔵
書
」（
32
）

�

『
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
後
集
』（
三　
Ａ　
ｅ　
六
）

�

＊
『
六
条
家
日
記
』（
三　
Ｈ　
ａ　
へ　
二
七
）

（
国
立
国
会
図
書
館
司
書
）
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